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質  問  書 
※ このMS-WORD 文書のまま送付をお願いいたします。（PDF等のフォーマットへ変換しないでください。） 

2020年 11月 26日 

 

案件名 「スーダン国ダルフール 5 州における州水公社の行政能力向上支援プロジェクト詳細計画策定調査（評価分析／平和構築）（一般競争入札

（総合評価落札方式））」 （公示日：2020年 11月 11日／調達管理番号：20a00723）について、以下のとおり質問します。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 全般 現地傭人や聞取り対象者等に対し、新型コロナウイ

ルスの感染防止策を講じる必要があると考えていま

す。そのため、調査実施における現地傭人や聞取り

の対象者によるマスクの着用や手指消毒用のアルコ

ール消毒液の使用などが必要と考えていますが、そ

れらにかかる費用の計上が可能か、貴機構の方針

をご教示いただけますでしょうか。 

弊機構の公示案件における統一的な方針はありま

せんが、マスクや手指消毒用のアルコール消毒液と

いった範囲の防疫はあくまで途上国においても個

人が日常的に行う責務であると考え、計上は不可と

します。 

2 全般 スーダン側実施機関関係者（特に中央政府）へのイ

ンタビューを行う際は、JICA スーダン事務所の会議

室等のスペースや Web 会議システムを使用させて

いただくことは可能でしょうか。 

可能です。 

しかしながら、当然に別用での利用も多いため、利

用日程の事前確認をしていただきます。 

また、TV会議室の利用可能人数は 6~8人となりま

す。 

3 全般 ダルフールは外務省に危険レベル 3に位置づけられ

ており、渡航中止勧告が出ています。現地での遠隔

な調査実施のために現地傭人を雇用する場合の役

割を検討していますが、現地傭人に係る JICA のダ

ルフールへの渡航規定をご教示いただけますでしょ

うか。現地傭人によるダルフールへの渡航が可能な

（再委託先の）現地コンサルタントにも当地への渡

航に係る基本的な安全対策を講じていただき、リス

ク回避に努めて下さい。現地傭人の渡航にかかる承

認については、個別にご相談下さい。 

ダルフール 5州への現地傭人の渡航に関して、航空

機の運航スケジュールと航空賃について情報提供
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通番号 当該頁項目 質問 回答 

場合、JICAが推奨しているダルフール 5州への移動

手段や、特別なアレンジ（国連の航空機等の使用）が

必要な場合はその価格や就航状況などに関する情

報を共有していただくことは可能でしょうか。 

可能です。必要な場合は弊機構地球環境部水資源グ

ループ（gegwt@jica.go.jp）までお問い合わせ下さ

い。 

4 15頁 

（5）ダルフール地方の治安状

況について調査し、プロジェク

ト実施にあたっての行動範囲

について整理する。 

「行動範囲」とは物理的なプロジェクト対象地域を指

していますでしょうか？具体的に何を意味している

か、ご教示いただけませんでしょうか。 

プロジェクトで活動する日本人専門家や現地傭人

が物理的に行動する範囲・地域・施設を指します。 

例えば、治安情報を収集の上で、各州の州都から日

帰りできる範囲の特定や、現地で安全に行動できる

範囲の確認等を行って頂きます。 

5 15頁 

（12）担当分野にかかる情報・

資料収集 

⑥ダルフール地域の平和構築

メカニズム 

平和構築メカニズムとは、どのようなものを想定され

ていますか。例をご教示いただけませんでしょうか。 

例として、和平合意の経緯と順守状況、国連等によ

る平和維持活動の現状と今後の動向、先方政府の復

興支援へのコミットメント、コミュニティによる和

解・紛争調停機能、その他紛争因子とその抑制及び

紛争再発予防措置、といったことが挙げられます。 

 

以 上 
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